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他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
平
成
22
年
の

日
本
人
の
死
因
順
位
に
よ
る
と
、
第
２
位

は
心
疾
患
に
よ
る
も
の
で
す
。
心
疾
患
と

は
、
心
筋

こ
う
そ
く

梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
と
い
っ
た

心
臓
病
の
こ
と
で
、
心
室
細
動
は
こ
う
い

っ
た
心
疾
患
が
原
因
で
起
き
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
な
人
で
も
、
特
に
子
ど
も

は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
時
、
胸
に
ボ
ー

ル
が
当
た
る
な
ど
し
て
心
室
細
動
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

　
市
で
は
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
公
民
館
、
体
育
・
文
化
施

設
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
る
公
共
施
設
１

１
５
カ
所
（
平
成
23
年
３
月
末
現
在
）
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
の
施
設
で
も
事
業
主
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
情
報

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

city.tsuyam
a.lg.jp/index.cfm

/
21,36593,139,612,htm

l

ま
た
は
、

検
索
サ
イ
ト

に
て
キ
ー
ワ

ー
ド
「
津
山

市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
状
況
」

で
検
索

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
無
料
貸
し
出
し

　
市
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

行
事
な
ど
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

条
件　
①
原
則
と

し
て
10
人
以
上

の
市
民
が
参
加

す
る
行
事
で
、

営
利
を
目
的
と

し
な
い
も
の
②
行
事
会
場
に
普
通
救
命

講
習
な
ど
の
受
講
者
ま
た
は
医
療
従
事

者
を
配
置
す
る
こ
と

期
間　
原
則
７
日
以
内

申
込
方
法　
行
事
の
１
カ
月
前
ま
で
に
健

康
増
進
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
救
命
講
習
会
受
講
修

了
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
増
進
課
3 
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０
６
９

民
間
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
情
報

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
検
索
シ
ス
テ
ム

http://w
w
w
.okayam

a.jrc.or.
jp/aed/index.php

　
昨
年
、
津
山
圏
域
消
防
組
合
管
内
で

の
救
急
出
動
件
数
は
７
４
３
７
件
。
津

山
市
内
で
は
４
９
１
４
件
で
す
。
一
刻

も
早
い
１
１
９
番
通
報
と
迅
速
な
救
命

処
置
が
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

　
救
命
講
習
を
受
け
て
い
れ
ば
、
万
一
、

家
族
や
身
近
な
人
が
倒
れ
て
心
肺
蘇
生

が
必
要
な
時
、
通
報
と
同
時
に
心
肺
蘇

生
法
が
行
え
ま
す
。
ま
た
、
蘇
生
方
法

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
通
報
を
受
け

た
通
信
指
令
員
の
口
頭
指
導
で
心
肺
蘇

生
法
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
法
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
簡

素
化
さ
れ
、
よ
り
簡
単
な
方
法
で
応
急

手
当
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
救
命
講
習
を
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て「
市
民
か
ら
消
防（
救
急
車
）」、

「
消
防
か
ら
医
療
（
病
院
）」
へ
の
救
命

の
リ
レ
ー
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

講
習
を
受
け
よ
う

　
心
肺
蘇
生
な
ど
の
応
急
手
当
が
必
要
な

場
面
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
や
っ
て
く
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を
も
っ
て
応
急
手

当
が
で
き
る
よ
う
に
津
山
圏
域
消
防
組
合

や
医
師
な
ど
で
つ
く
る
団
体
が
行
っ
て
い

る
救
命
講
習
会
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
無
料
救
命
講
習
会
》

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
こ
ろ　
津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本

部
（
林
田
）

定
員　
各
回
10
人

申
込
方
法　
受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま

で
に
電
話
（
3 
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１
２
５
３
）で
申

し
込
む
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
団
体
（
10
〜
30
人
）
で
の
講
習
に
つ

い
て
は
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
圏
域
消
防
組
合

消
防
本
部
3 
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１
２
６
５

 

市
民
が
つ
な
ぐ
救
命
の
リ
レ
ー

　
意
識
を
失
い
倒
れ
た
人
が
呼
吸
を
し
て

い
な
い
時
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
心
肺
蘇
生
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
倒
れ
た
人
が

社
会
復
帰
で
き
る
可
能
性
を
高
め
ま
す
。

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
に
何
も
応
急

手
当
を
し
な
い
と
、
命
が
助
か
る
確
率
は

ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
き
、
心
臓
と
呼
吸

が
停
止
し
て
10
分
後
に
は
、
助
か
る
可
能

性
が
10
％
を
下
回
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
作
州
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
広
め
る
会
の
講
習

会
　
団
体
を
対
象
に
し
た
救
命
講
習
会
で

す
。
受
講
希
望
日
の
２
カ
月
前
ま
で
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
作
州
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
広

め
る
会（

津
山
市
医
師
会
内）

3 

22
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２
１
６
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
日
本
赤
十
字
社
の
講
習
会

　
事
業
所
や
団
体
な
ど
で
20
人
以
上
の

参
加
者
が
あ
れ
ば
、
指
導
員
を
派
遣
し

て
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法　
受
講
希
望
日
の
２
カ
月
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
20
分
）

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
赤
十
字
社
岡
山

県
支
部
3
０
８
６-

２
２
５-

３
６

２
１

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
な
に
？

　
意
識
を
失
い
倒
れ
た
人
が
呼
吸
を
し
て

い
な
い
時
、
そ
の
多
く
は
心
臓
が
「
心
室

細
動
」
と
い
う
不
整
脈
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
と
き
、
心
臓
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
元
の
正
常
な
心
臓
の

動
き
に
戻
す
機
器
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

　
使
用
方
法
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
が
音
声
で
案

内
し
て
く
れ
る
の
で
、
講
習
を
受
け
て
い

れ
ば
簡
単
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

心
室
細
動
＝
心
臓
が
細
か
く
ブ
ル
ブ
ル

と
け
い
れ
ん
し
、
全
身
に
血
液
を
送
り

出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
状
態

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
増
進
課
（
津
山

　

す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

　

3 
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２
０
６
９

〔心臓と呼吸が止まってからの時間経過〕 

〔
命
が
助
か
る
可
能
性
〕

・時間の経過で低下する救命のチャンス
・応急手当が救命のチャンスを高める  

（このグラフはイメージです）

知れば、救える命がある。救命講習会特集

体
験
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

　
津
山
圏
域
消
防
組
合　
救
急
救
命
士

山
本 

大
介
さ
ん

心肺蘇生とＡＥＤで
救命リレー、ヨーイ・ドン
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居合わせた人が救命処置をした場合 
救急車が来るまで何もしなかった場合 
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平成24年度の日程は決まり次第、
ホームページなどでお知らせしま
す。ホームページ http://www.
119 tsuyama.jp/kousyu.html

時　間
13：30～16：30
18：00～21：00
13：30～16：30

月　日

こ
れ
が

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

▲受講後、修了証がもらえます
▲胸骨圧迫

▲人工呼吸
▲AEDの説明

市民が行った応急手当
件数 （単位：件）

(津山圏域消防組合調べ)

講習日程

救　命　講　習　会　の　様　子


